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（別紙２） 

令和８年度 

神奈川県内企業によるモンゴル高専生のインターンシップ受入支援事業に係る 

企画運営等業務委託 企画提案評価基準 

 

1. 選考の流れ  

（1） 応募が４者以上の場合は、提出書類により評価基準に基づく採点を行う予備審

査を実施し、予備審査における採点結果が60点以上かつ上位3者が本審査に進む。

同一順位の提案が複数ある場合には、審査項目「企画提案に関する事項」の合

計点が高い提案を採用とする。さらに同点の場合には、審査委員が協議の上、

決定する。本審査は改めて採点を行う。  

（2） 審査会による審査を行い、最も優れた提案を決定する。 ただし、最高点の提

案が複数ある場合は、審査項目「企画提案に関する事項」の合計点が高い提案

書を採択する。さらに同点の場合は、審査委員が協議の上決定する。  

（3） 審査委員の平均得点が60点未満の提案は順位いかんに関わらず、自動的に不採

択とする。  

（4） 審査は企画提案書及び提案者によるプレゼンテーションにて行う。  

（5） プレゼンテーションにおける各提案者の持ち時間は、「提案内容の説明15分、

質疑応答10分（計25分）」とする。  

※提案企業が１者であった場合はプレゼンテーションを省略し、書面審査のみとす

る。  

 

2. 配点・審査項目 

（1） 配点 

(2)の審査項目ごとに採点する（100点満点）。 

実際の採点は1点刻みで行うが、採点の目安は下記に示すとおりとする。 

- 配点 評価 

配点 
25点 

満点 

10点 

満点 

5点 

満点 
- 

得点 

25点 10点 5点 非常に良い、非常に期待できる 

20点 8点 4点 よい、期待できる 

15点 6点 3点 特筆すべき点はない、普通程度 

10点 4点 2点 問題もしくは課題が見受けられる 

5点 2点 1点 問題もしくは課題が多く見受けられる 
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（2） 審査項目 

各項目について、下記の「審査内容」に基づき審査を行う。 

（100点満点） 

審査 

項目 
審査内容 審査ポイント（評価の着眼点） 

配

点 

業務実

施体制

に関す

る事項 

業務の実施

体制 

⚫ 事業実施にあたり、十分な業務体制・人員体制

が組まれているか。 

⚫ 事業実施にあたり、豊富なモンゴルとのネット

ワークを有しているか。 

⚫ ネイティブレベルの日本語話者、モンゴル語話

者がバランス良くおり、円滑なコミュニケーシ

ョンをとることができる体制となっているか。 

10 

事業等の企

画運営の実

績 

⚫ 採用に係る事業での事務局業務等、類似事業

における十分な実績があり、適切な対応が期

待できるか。 

5 

業務スケジ

ュール 

⚫ 契約から完了までのスケジュールについて、

それぞれの業務内容に応じた適切かつ具体的

なスケジュールが提案され、十分に実現可能

なものとなっているか。 

5 

企画提

案に関

する事

項 

参加企業の

募集 

⚫ 事業説明会で適切な情報を提供し、事業のPRに

繋がる内容となっているか。 

⚫ 参加申込企業の外国人材の受入体制を十分に確

認できる内容となっているか。 

10 

参加学生の

選考支援 

⚫ 会社説明会で参加企業が自社の効果的なPRを行

うための十分な内容となっているか。 

⚫ インターンシップ面接会を効率的に運営する内

容となっているか。 

⚫ マッチング精度を高める内容となっているか。 

25 

インターン

シップ受入

支援 

⚫ インターンシップの円滑な実施に寄与する内

容となっているか。 

⚫ オリエンテーション及び成果発表会のプログ

ラムがインターンシップの質を高めるための

内容となっているか。 

⚫ 交流会のプログラムが参加企業及び参加学生

が交流を深めるために十分な内容となってい

るか。 

25 

インターン

シップ後の

フォローア

ップ 

⚫ インターンシップを採用につなげるための内

容となっているか。 

⚫ 参加企業と参加学生の継続的な関係性を構築

する内容となっているか。 

10 

事業費

の概算

見積書 

 

事業費の積

算 

⚫ 事業費の積算は企画内容と整合し、適切及び妥

当なものか。 

⚫ 経費の抑制など、工夫があるか。 
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